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TA(Teaching Assistant)の声

唸これから CALLの講義を受けられる学生の皆様は

幸運です。皆さんをエキサイティングな英語体験へ

といざなう、今までにはないタイプの授業が待って

いるのです。もちろん、コンピュータはあくまでも

ツールであって目的ではありません。しかし、普段

の授業に比べて先生方の気合の入れ方は半端じゃな

く大きく、コンピュータを自分の授業でどのように

使うかと言うことを真剣に考えておられます。その

ため、各先生によって授業形式が全く異なりとても

ユニークなものとなっています。私が担当した先生

方の授業では、学生がその中で自分の役割というの

を強く意識できるものとなっていました。学生が授

業に積極的に参加することができる。これまで日本

の大学教育の中でどうしても踏み出せなかったこの

領域に、 CALLの授業は易々と入り込んでいます，

私は TAとして授業に参加させていただいています

が、既に学生の皆さんや先生方の大半がコンピュー

タを使いこなされているため、仕事という仕事もな

く、ほとんどモグリの受講生と化していまず，私の

学部生時代にもこんな授業があればなぁ、と羨まし

がりながら・・・

*CALL *TA *CALL *TA *CALL玄TA*CALL貨

此M2より CALL授業に TAとして係わって 3年目に

入った。この間、コンピューターがどんなに多くの

可能性を外国語教育にもたらしているか、驚かされ

続けていな実際に CALLに携わる前は、授業内で

のコミュニケーション不足を心配したが、実際の授

業では、インターネットを使って集めた生の教材を

仲間内でやりとりしたり、グループ発表するために

パワーホイントを手分けして大騒ぎで作るなど、

生同士の相互関係性が通常の授業より高いのではな

いかと思い始めた。また学生間を回っている TAに

もそのコミュニケーションのベクトルは向けられ、

TAと学生も多く触れ合うチャンスに恵まれる，その

やりとりの中で、私自身、質問に答えられなかった

自分を発見をすると同時に学生の正直な感想を垣間

見るなど、多くのことを学生から学んでいる。

またこの相互作用の中で、自分が先生の指示を

待って動く TAではなく、力不足ながらも、 TAなり

の知識と経験で学生を少しずつサポートしようとし

ていることに気がついた。結果、 CALLの TAをし

ながら学生に教えられ、また自分自身も先生の監督

下で成長していると実感している。

コンピューターは、「どのように使うか」で大いに

議論が分かれるところではあるが、一昔前では不可

能であると言われていたコミュニケーション主体の

授業にさえも大きな可能性を開いたと言える。

しかし逆にコンピューターに使われてしまうと、

しばしばトラブルに巻き込まれることになる 3 資料

配布がうまくいかない、また出席を取るためだけに

かなりの時間がかかるなど、反対に学生の学習する

権利を骨かす場合もある。その時、言語系 TAの私

はなんとも言えない不甲斐なさで心が一杯になるの

だが、このようにサポートしきれないことは珍しく

はないのである。学期前に TAのためのサポート講

習会がサイバーメディアセンターで繰り返し開催さ

れ、進んで参加するものの、やはり所詮、自信がな

いものなのでついつい誰かに頼りたくなるが、その

授業でTAが一人っきりだとかなり心細いのである。

現在、TA雇用について統一があまりなされておら

ず、ある教師によっては言語系 TAに機械操作すべ

てを一任する、またある教師は言語補助、機械補助

と TAを複数受け入れ、その役割を分担していたり

とまちまちである。機械補助を最初から目的とする

TAには、その作業に混乱はないが、言語補助である

と、どの教師に採用が決まるかで作業の内容がまち

まちであり、また事前にコンピューター、及び機械

操作の技術を習得しなくてはならず、大慌てをする

ことになる，そのため特に CALL授業では「TAと

は何か」「TAは授業で何をするのか」を明確にする
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ようなガイドラインがあれば TAにとっての混乱も

少なく、また同時に TA育成の機関としてもその発

展が望まれるだろう。このように「鍛えられる」

CALL授業に、これからも積極的にかかわっていき

たしヽ と思う。

*CALL唸TA*CALL玄TA*CALL森TA*CALL玄

唸今年度から CALLシステムを使ったフランス語の

授業の TA(TeachingAssistant)を務めることとなった。

文学研究においても、コンピュータを用いての情報

処理が大きな役割を果たす今日ではあるが、私自身、

コンピュータを自在に操っているとは到底いえない

状況である。そのため、事前に幾度か TAを対象と

した CALLシステムに関しての講習を開いていただ

けたのは本当にありがたかった。そこで得たのは、

私は CALLシステムに関しての講習を一通り聞いた

のだとしヽうあまり根拠のなしヽ自信と、しヽざとなれば

サイバーメディアセンターのスタッフの方々が駆け

つけてくれるのだというかなり無責任な安心感だけ

であったがヘシステム自体の価値を云々言うだけの

見識を持ち合わせない私は、実際に TAを務めてみ

ての感想を記すにとどめよう。

授業時間の前後に、学生から質問を受ける機会が

幾度かあった。やはり TAを務めていて一番楽しい

のは、学生の質問に答え、その学習の手助けができ

たと実感できる瞬間であろう。しかし、私が受けた

間は、そのほとんどがコンピュータに関すること

であり、フランス語に関する質問があまりなかった

のが少々残念であった。しかし、そこはやはり理系

クラスだけに、パソコンとフランス語が並べば、自

然とパソコンの方に興味が行くのはある程度やむを

えないことかこそのような機会には、なんとか学生

の興味をフランス語に向けさせようと試みるのだが、

うまくフランス語の魅力を学生に説けない自分が歯

がゆし＼

だが、授業中ともなればそんなことは言ってられ

ない。如何に学生の興味をフランス語に向かわせる

かが教師の腕の見せ所となるのだが、私が担当した

クラスの先生は巧みな話術でうまく学生を授業に引

き込んでおられたように思える。もちろん CALLシ

ステムを用いたフランス語の授業は、コンピュータ

かフランス語かの二者択ーを学生に迫るものではな

く、コンピュータを通じてフランス語を学ばせると

いうことが大前提なの うまでもないが、その点

においてもパワーポイントを用い、画像、音声を巧

みに組み合わせた授業は、大変わかりやすいと学生

に評判だった。こうなると TAの役割は、小テスト

の採点、宿題の確認、学生のパソコンに不具合が生

じたときの対処（もう一人のTAにほぼ任せきりだっ

たが）に限られてくるこ

当初、学生によってはパソコン操作の習熟度にか

なりの違いがあるのではないかと思っていたが、実

際にばすべての学生が自在にパソコンを使いこなし

ており、あらためてハソコンの普及度を痛感させら

れた。同時に、拙しヽハソコン操作の技術しか持たな

い私でも、学生に何らかのアドバイスを与え、得意

になる機会があるのではないかという淡い希望は敢

え無く潰えたのであっ，~,

あまり語学に関心を持っていない学生にとっては、

CALLシステムを用いた語学の授業は、以前の授業

より確実に面白く、親しみ易いものになっているは

ずだしそれでも、語学を習得するためには、そ

哺軋味をもつということが絶対不可欠であろう，

CALLシステムを用いたフランス語の授業において、

パソコンを自在に操ることのできない TAが貢献で

きることは、学生のフランス語への興味を高めるこ

とのみであるように思われる 3 だが、それこそ TA

が果たすべきもっとも重要かつ困難な役割だと信じ

てしヽ る 3

*CALL *TA *CALL *TA *CALL *TA *CALL* 

私が TAを担当させていただいた英語のクラスで

は、BBCWorld Newsを教材とした授業が行われてい

た。実際の BBCのニュース映像を収録したビデオ

テープと、その音声だけを収録したカセットテ

の2つが主に利用されていた。

一回の授業につき約 10分前後の長さのニュース

がメイントピックとして扱われ、次のように進めら
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れる。

1. ビデオのニュース映像を各生徒の端末に表示さ

せ、 3~4回繰り返し見させる。

2. ニュースの内容に関連する質問を学生にいくつ

か口頭で答えさせる。

3. ニュースの音声をソフトテレコで聞きながら、

各自で教師の用意した小テストに回答する。

ビデオのニュース映像は教師側のビデオデッキで

再生したものを、ソフトウェアを通して学生側の

ディスプレイに表示させる。

一方、カセットテープに収録されているニュース

音声は教師がデジタルデータに変換し、学生はそれ

を利用する。この、教材をデジタル化するという手

法が、クラスにおいて非常に効果的であると考える」3

まず、デジタルデータに変換されたニュース音声

ファイルは教師があらかじめサーバー上にアップ。
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ロードしておくため、学生は教材を忘れる心配がな

し‘
゜

さらに、学生は各自の端末にファイルをダウンロー

ドすることで各自のペースに従って小テストを進め

ることができる。また、カセットテープと違ってパ

ソコン上に存在するデジタルデータであるため、任

意の箇所を簡単に繰返し再生することも可能である。

特に、音声関連の教材の場合、それがテープにし

ろ CDにしろ、持ち運びの煩わしさや、再生機器の

確保といった問題を、従来は考慮する必要があった。

しかし、デジタルデータとしてサーバーにアップ

ロードしておけば、パソコンとネットワーク環境さ

えあればどこからでも再生することが可能になる。

現在はパソコンの性能や通信回線の速度の制限に

よってビデオ教材のデジタル化の利用は不可能で

あったが、機器の発達によってそれも可能となる日

は近いであろう。今後の CALL教育に一層期待がも

たれる。




